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真の国際人になるために...

ENGLISH NOW!では10月25日(金)から10月31日(木)
をハロウィーンウィークとすることを決定致しました！

この期間中、講師やスタッフはコスチューム着用で皆様
をお迎え致します。また、講師によるジャックオーラン
タン作りの実演や、この時期ならではのアクティビティ
を取り入れた特別レッスンを予定しております。

生徒の皆様も、可能な方は仮装をしてレッスンにお越し
ください！

＊なお、キッズクラスの生徒様にはTreats（お菓子）を
プレゼント予定です。食品のアレルギー等をお持ちの方
がいらっしゃいましたら、事前に受付までお知らせくだ
さいませ。

Halloween Week
ハロウィーン ウィーク

●メープルラテ
気候もだんだん秋めいてきましたね。涼しい風を感じなが
ら、カフェで一息つきませんか？

今月の新メニューはこの季節にぴったりのメープルラテ！
自然な甘みのメープルシロップを加えた、優しい甘さのカ
フェラテです。ホットもアイスもご用意しています。

お好みでホイップクリームやシナモンパウダーも追加できま
すよ。お値段は他のフレーバーラテ同様380円。

ぜひ一度お試しください。

先日所用で表参道に行った折、我が子に原宿の賑やかさを見せたいと思い、混雑の中、竹下通りを敢えて通りました。するとカメ
ラを持った多くの外国人観光客が...。その数は日本人よりも多かったと思います。10年以上も昔、私は彼の地に5年間程住んでお
り、その間、竹下通りはほぼ毎日利用していました。若者に人気の通りですので、当時から日本人の観光客は多くいらしたかと思
いますが、これ程に外国人観光客で埋め尽くされたことはなかったはずです。

昔、海外から見た日本の魅力と言えば「大相撲や日本食、日本のテクノロジー、神社仏閣等々」だったかもしれません。しかし今
は圧倒的にアニメやメイド喫茶、または原宿に代表されるようなトーキョーファッションなのでしょう。芸術の国、フランスでさ
え、日本のアニメにかなりの影響を受けているといいますから...。

2020年にオリンピックが東京で開催されることが決まり、メディア等ではこれまで以上に「日本の国際化の必要性」が叫ばれてい
ます。道路標識では日本語表記の他に同内容がローマ字で記されていますが、いくらアルファベットでもローマ字表記では外国人
にその意味は伝わりません....。例えば「明治通り」は"Meiji Dori"ではなく、"Meiji St."と記されるべきです。交番も"Koban"では
なく”Police Box"と記さなけれなりませんよね？

こういった改革は、国や自治体が行うべきことですが、しかし「国際化」に向けて私たちが個々で努力できることも多くあるかと
思います。

「国際」と聞けば、当然、地球語である英語の重要性は高くなります。ですが実は英語力だけを保持していても真の国際人にはな
れません。国際的な場面で求められるマナーやしぐさ、立ち振る舞いを学ぶことは、実は言葉そのものを学ぶと同じ位に重要で
す。

例えば日本では「アイコンタクト」というのは、英語圏ほどには重要視されていません。それよりも、私たちはお辞儀や言葉遣い
により意識を向けていますね？しかし英語圏では「アイコンタクト」の重要度は、時に言葉以上に物を言います。アメリカでは、
歴史的にはアイコンタクトに依って「私はあなたの味方です、敵ではありません」という姿を示した、と言われています。銃社会
なその地では「アイコンタクトの有無で自分に銃を向けられるか否かを判断した」という訳です。視線を合わせない人は「怪しい
奴」と判断され、銃が向けられた、ということです。

上は単なる一例ですが、「国際社会に於いては、日本で通用する態度がそのまま通じる訳ではない」ということを、私たちはもっ
と知る必要があります。例え英語で流暢に会話ができたとしても、国際マナーが伴っていなければ誤解を招きかねませんから...。
いや、むしろ英語が流暢に話せるにも関わらず国際マナーが伴っていなければ、与える誤解はより大きくなることでしょう。

今回のオリンピック招致委員の方々は、プレゼンの際、「（日本向けではなく）海外に受ける手法で積極的なアプローチをした」
と話しておりました。それはプレゼンの内容のみならず、口調やジェスチャー等も含めてだそうです。『「日本向け」と「海外向
け」には違いがある』ことが象徴されていますね...。

「日本はガラパゴスの様だ」と海外から酷評を受けておりましたが、ようやく私たちも「真の国際化」に向きあう時が来たのかも
しれません。

竹下通りに象徴されるように、日本は今も世界をリードし続ける国の1つです。7年後、オリンピックが開催の頃には、未来を担う
子供達が、日本人らしさを保持しつつも、海外に通じるマナーを駆使し、真の国際人になっているであろうことを心より期待しま
す。 Atsuko Saffell
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